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研究成果の概要（和文）：　南アルプスの「お花畑」の植生について2011-12年に調査し、その結果を1981-82年の調査
結果と比較し、その30年間の変化とその要因を検討した。森林限界以下の「お花畑」の植生はかつて、シナノキンバイ
、ミヤマキンポウゲ、ニッコウキスゲなどが優占していたが、近年はシカによる食害で、シカが食べないミヤマバイケ
イソウやマルバタケブギが優占し、大きく変化していた。一方、高山帯では、チングルマやガンコウラン、ミネズオウ
、アオノツガザクラなど、同じ場所では30年間で優占する植物種に変化がなく、このことからシカによる食害の影響は
近年、森林限界付近まで及んでいると考えられる。

研究成果の概要（英文）：The vegetation of alpine meadows was investigated at the Southern Japan Alps durin
g 2011 to 2012. The results of research were compared with data from 1981 to 1982, and the change over 30 
years and their causes were examined. Below the forest line, the vegetation of alpine meadows was dominate
d 30 years ago by Trollius riederianus var. japonicas, Ranunculus acris var. nipponicus, and so on. Two sp
ecies, Veratum album ssp. oxysepalum var. alpestre and Ligularia dentate, recently grow there, their numbe
r increasing owing to feeding damage because the deer eat previously established species.  Above forest li
mit, dominant species have not changed in each plot for 30 years. It is considered that the feeding damage
 of deer recently affects the area close to the forest line.
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１．研究開始当初の背景 

本研究遂行者は 1981-82 年に南アルプス

（赤石山脈）の「お花畑」（高山草原）すな

わち広葉草本群落の立地環境について調査

を行った。2010 年 7 月下旬に 30 年ぶりに南

アルプスの三伏峠を訪れたところ、その「お

花畑」は大きく変化し、「お花畑」が長大な

柵で囲まれていた。「お花畑」がシカの食害

で大きな被害を受け、その「お花畑」保護の

ために柵が設置されていた。30 年前の「お花

畑」はオオカサモチやミヤマシシウドなどの

大型のセリ科植物が目立っていたが、そのセ

リ科植物がとくにシカの食害にあい、2010 年

にはほとんど見られなかった。その一方で、

以前にはほとんどなかったミヤマバイケイ

ソウが大量に分布していた。本研究遂行者は、

1981-82 年の調査で南アルプス全域の「お花

畑」を調査し、その立地環境から「お花畑」

を６つのタイプに区分した。すべての「お花

畑」の 1981-82 年の立地環境と植物構成種、

優占種のデータがあるため、それらの「お花

畑」の構成種と立地環境の関係について 30

年間の変化を解明できるのではないかと考

えた。 

 
２．研究の目的 

南アルプスにおいて 1981-82 年に確認した

「お花畑」について、現在の分布と植物構成

種・優占種、立地環境を調査し、1981-82 年

のデータとの比較により、どのように分布や

植生、立地環境が変化しているかを、動物も

含む生態系の変化の中で明らかにする。 

 
３．研究の方法 

南アルプス全域に分布する「お花畑」（高

山草原）を空中写真と衛星画像から確認し、

30 年前の「お花畑」と比較して分布や植生の

変化を分析する。現地において、「お花畑」

の現在の構成種や優占種およびその立地環

境（消雪時期、土壌水分、風速、地表の凍結

融解など）を調査し、30 年前のデータと比較

し、「環境―植生」の近年の動態を解明する。

また、「お花畑」を取り巻く環境を、動物も

含む生態系の変化から検討し、近年の温暖化

等の気候変化との関わりを吟味する。30 年間

の「環境―植生」の動態から、将来予測を行

い、自然保護の観点から対策を提示する。 

 

４．研究成果 

南アルプスの「お花畑」の植生について、

1981-82 年の調査と 2011-12 年の調査結果を

比較し、その 30 年間の変化とその要因を検

討した。 

三伏峠（2620m）の「お花畑」の植生は、

1991-92 年にはシナノキンバイ、ミヤマキン

ポウゲが優占し、他にカラマツソウ、ハクサ

ンフウロ、タカネグンナイフウロ、ハクサン

チドリ、マルタケブギ、ミヤマシシウド、オ

オカサモチなどが分布していた。しかし、

2012 年にはシカによる食害でかつての植生

が破壊され、「お花畑」は柵で囲まれて保護

されていた。柵の外ではミヤマバイケイソウ

が全体の 50-70%を占め、その他にはホソバト

リカブトやシロバナヘビイチゴなどが分布

していた。ミヤマバイケイソウやホソバトリ

カブトはシカが食べない植物であると考え

られる。 

聖平（標高 2370m）の「お花畑」の植生は、

1991-92 年にはニッコウキスゲが優占してい

たが、2011 年には、保護されていた柵内でニ

ッコウキスゲはわずかに見られるのみで、柵

の外ではミヤマバイケイソウが 30-50％を占

め、他にホソバトリカブト、イワオトギリ、

ミヤマキンポウゲなどが分布していた。 

北荒川岳横（標高 2650m）の「お花畑」は、

1981-82 年のときは、7 月下旬にシナノキン

バイ、ミヤマキンポウゲ、タカネグンナイフ

ウロなどが優占して開花し、8 月になるとマ

ルバタケブギが一面開花していた。しかし、

2012 年 7 月下旬には、70-90%を占めていたの

はマルバタケブギであった。このように、三

伏峠や聖平、北荒川岳横など、森林限界（標

高約 2650m）以下の「お花畑」の植生はシカ

による食害の影響を大いに受けていた。 

一方、聖岳山頂と奥聖岳山頂の間の稜線に

ある線状凹地（標高 2900m）の 2011 年の植生

は、チングルマやガンコウラン、ミネズオウ、



アオノツガザクラが植被率 10-30%と優占し、

他にコイワカガミ、タカネヤハズハハコ、ウ

サギギクなどが分布し、その植生は 1981-82

年の植生とほぼ同じであった。このことから

シカによる食害は近年、森林限界付近まで影

響が及んでいると考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖平のニッコウキスゲの「お花畑」（1981 年 7 月下旬） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ニッコウキスゲはほとんど消滅し、柵で囲まれた聖平の

「お花畑」（2011 年 7 月下旬） 
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